


































向、初めての目録業務で期待に胸を膨らませた私を待っていたのは、約一万枚のレコードのクリーニングです。二〇一四年三月に真鍋先生を経由して寄贈された森川司さんの一万枚のレコード 二〇一五年に図書館システムにデータ登録されたものの、現物そのも は寄贈された当時とほぼ変わらない状態でした。つまり、三〇 程のレコードが縦に入った紙製の書類用スタンドボックスが、書庫 三七〇個ぎっしりと並んで る状態だったのです。
一方、ご寄贈いただいたレコードの音源をアーカイブする








す。クリ ニングは盤面に専用の洗浄液を垂らし、ブラシ磨いた後、レコードクリーナ︵タ ンテーブルにバキュームがついたような機械︶で汚れた液を吸い取り クロスで拭って一日乾燥させます。その後、一枚ずつ中性紙封筒に入れ、一〇枚から一五枚程度を、特注の中性紙箱 入れて寝かせて保存します。ＬＰレコードは同じクリーニングの後、プラスチック製の袋と中厚の紙製ジャケットに入れ 枚ずつ立てて保存します。これ の保存方法 特任助教の古川綾子先生
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にご相談にのっていただきました。作業自体は業者さんにお願いして、一日約八〇枚のクリーニング作業で、五月から始めて一一月末に完了しまし 。一方、録音の方は一一月末現在で九〇〇枚程度が完了し ます。録音といっても 盤面の音の状態をチェックするために一枚ずつ聞きながら行っていますの 、とても時間のかかる作業になり す。そ 他にもレーベル 撮影も情報課で並行 て行っており こちらは年度内に終了 予定です。
ここまでが寄贈レコードの現状のお話です。クリーニング
作業は終了しましたが、アーカイブの完成まではまだ数年かかる見込みです。著作権 問題 あり、完成後すぐの公開は難しいかもしれませんが、いつの日かアーカイブが公開され
て、皆さんにご利用いただける日が来ましたら、完成に至るまでの工程やそれに関わった多くの人間の存在に思いを馳せていただけますと、望外の喜びです。そのときは、きっと日文研の職員がこのお話の後日談をこちらで書いてくださることと思います。つ り、こ は未来の﹁日文研﹂へ 私かの宿題なのです。
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